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６月定例議会本会議２日目の市長冒頭発言に対する申し入れ 

 議長におかれましては横須賀市議会を代表しての日頃のご公務に深く敬意を

表し感謝申し上げます。表題の件につきまして以下申し述べます。 

６月定例議会本会議２日目（202６年（令和８年）６月１０日）冒頭において、上

地克明市長は挙手し、発言を求め、議長がそれを許可し、市長は登壇して発言

を行いました。 

 発言の内容は前日のひろなか信太郎議員の質問は事実誤認に基づく質問だ

とするもので、「職員や関係者にマイナスイメージを与えかねない、看過できな

い」ことから「一言申し述べたい」というものでした。 

 さらに「最近の議会の話をさせていただきますが」と続けて発言し、「一事象、

一現象、一個人を捉えてそれがすべてであるかのような質問が散見される」と

して「職員に対してさまざまなことをお聞きになった上でお話していただきた

い。そうしないときちんとした議論ができない。健全な議会の発言にならない

と思います。」と発言を繰り返しました。 

 市長の発言を整理しますと以下の３点に集約されるかと思います。 

① 事実誤認の質問は止めるべきだ。 

② 聞き取りなど、しっかりとした調査を行うべきだ。 

③ このような市議会議員の行為は議会局の問題でもある。 

①、②についてはあえて、登壇して発言するまでもなく、答弁の際に機を捉えて

その都度、当該の議員に指摘すれば済むことだと思います。 

また、③についてはまったくの筋違いな指摘と言わざるを得ません。市長の発

言からは「健全な議会の発言」とならないのは、あたかも議会局の議員への対

応が不十分であるかのような発言ですが、これは、議会局への不要な干渉であ

り誤解を生じかねない発言であると言わざるを得ません。 

市議会は住民自治と団体自治を構成する重要な機関であり、自治体内にあ

っても互いにそれぞれの団体自治を尊重することが大切であると思います。横

須賀市議会は二元代表制の下、議会基本条例を基軸にして常に議会改革に取

り組んできていることはご承知のとおりです。 

市長は通告書を提出することもなく、登壇、発言し自ら「越権かもわかりませ

んが、最近の風潮なので、申し上げたいと思います。」と発言していることから、

踏み込むべきではない領域であることを自覚しながらも発言していると言わ

ざるを得ません。それをこともあろうに本会議場で公然となされたことに驚き

を禁じえず許されるものではないと思います。私たちは由々しき事態として、

受け止めております。とりわけ、議会局への誤った認識、発言を許せません。 

 以上のことから、私たち日本共産党市議団は次のことを申し入れます。 

記 

 議長におかれましては、全議員を代表する立場から、原点に立ち返り、公正、

公平、原則的な対応を要請いたします。 

以上 


